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令和 7年（2025 年）

木材産業シンボルマーク

（
一
社
）
全
国
木
材
組
合
連
合
会
、
全

国
木
材
協
同
組
合
連
合
会
、（
一
社
）
木

材
産
業
退
職
金
共
済
会
、
全
国
木
材
産
業

政
治
連
盟
の
総
会
が
、
5
月
15
、
16
日
の

両
日
、
木
材
会
館
（
東
京
都
江
東
区
）
で

開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
大
勢
の
会
員
が
参

加
し
た
。
総
会
に
先
立
ち
、
15
日
午
前
に

正
副
会
長
会
議
が
開
催
さ
れ
、
総
会
の
進

め
方
、
当
面
の
懸
案
事
項
等
に
つ
い
て
議

論
が
行
わ
れ
、
総
会
に
向
け
て
の
方
針
が

確
認
さ
れ
た
。

全
木
連
第

全
木
連
第
8686
回
通
常
総
会
開
催
・
全
木
協
連
第

回
通
常
総
会
開
催
・
全
木
協
連
第
6565
回
通
常
総
会
開
催

回
通
常
総
会
開
催

全木連総会（木材会館）

て
き
ま
し
た
が
、
国
際
情
勢
の
影
響
を
大

き
く
受
け
、
先
行
き
が
見
通
せ
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
住
宅
価
格
の

高
騰
や
労
働
力
不
足
な
ど
が
更
に
進
み
、

令
和
６
年
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
、
80

万
戸
を
下
回
る
水
準
ま
で
減
少
し
、
林

業
・
木
材
産
業
に
と
り
ま
し
て
は
大
変
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
都
市
の
木
造
化
を
巡
っ
て
は
、

非
住
宅
、
事
業
用
等
の
民
間
施
設
の
木

造
・
木
質
化
の
取
組
が
引
き
続
き
進
ん
で

い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
法
律

に
基
づ
く
「
建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
」

締
結
の
動
き
が
広
ま
る
な
ど
、
施
主
と
な

る
事
業
者
の
木
材
利
用
に
対
す
る
機
運
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
枠
組
み
を
活
か

し
、
ぜ
ひ
と
も
木
材
利
用
の
理
解
を
広
げ
、

木
材
需
要
の
拡
大
と
供
給
力
の
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

木
造
や
木
質
化
の
建
物
が
当
た
り
前
と

な
る
ウ
ッ
ド
フ
ァ
ー
ス
ト
の
時
代
に
向
け

て
努
力
し
て
参
る
所
存
で
す
の
で
、
会
員

【
全
木
連
総
会
】

15
日
午
後
、
最
初
に
全
木
連
の
総
会
が

開
催
さ
れ
、
庄
司
良
雄
都
木
連
会
長
の
開

会
宣
言
に
続
き
、
菅
野
康
則
会
長
か
ら
の

挨
拶
、
来
賓
の
青
山
豊
久
林
野
庁
長
官
、

中
澤
篤
志
国
土
交
通
省
木
造
住
宅
振
興
室

長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
菅
野
会
長
を
議
長
に
選
出
し
、

令
和
６
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
等
に

つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
た
後
、
令
和
７
年
度
事
業
計
画
、
収

支
予
算
が
報
告
さ
れ
た
。
最
後
に
、
竹
内

德
將
広
島
県
木
連
会
長
か
ら
閉
会
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
、
総
会
を
終
了
し
た
。

菅
野
全
木
連
会
長
挨
拶

全
木
連
の
令
和
６
年
度
の
各
種
事
業
に

つ
い
て
は
、
住
宅
着
工
が
停
滞
す
る
な
ど

厳
し
い
事
業
環
境
の
中
、「
順
調
に
」
と

は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
事
務
所
の
移

転
も
完
了
し
、
何
と
か
会
員
の
皆
様
方
の

ご
支
援
に
よ
り
ま
し
て
、
林
野
庁
御
当
局

の
御
指
導
も
仰
ぎ
な
が
ら
、
適
切
に
執
行

で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
皆
様
方
の
ご
理
解
、

ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
長
期
化
や
中
東
情

勢
の
緊
迫
化
な
ど
か
ら
、
世
界
的
に
も
物

価
や
国
際
物
流
な
ど
不
安
定
化
が
進
ん
で

参
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
き
て
ア
メ
リ
カ

の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
よ
る
相
互
関
税
の

動
き
な
ど
も
加
わ
り
、
関
係
各
国
の
著
し

い
株
価
の
乱
高
下
、
為
替
の
変
動
な
ど
が

み
ら
れ
、
激
動
と
も
い
え
る
国
際
情
勢
に

あ
り
ま
す
。

日
本
経
済
に
お
き
ま
し
て
も
、
コ
ロ
ナ

禍
を
経
て
、
経
済
情
勢
の
好
転
が
言
わ
れ

総会で挨拶する菅野会長

林野庁 青山長官の祝辞国土交通省 中澤木造住宅振興室長の祝辞
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の
言
葉
の
後
、
平
方
宏
会
長
の
挨
拶
が
あ

り
、
来
賓
の
小
坂
善
太
郎
林
野
庁
次
長
か

ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

平
方
会
長
を
議
長
に
選
出
し
、
令
和
6

年
度
事
業
報
告
、
決
算
に
つ
い
て
審
議
が

行
わ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
後
、
令

和
７
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
等
が
承

認
さ
れ
た
。
最
後
に
日
當
和
孝
岩
手
県
木

協
連
理
事
長
の
閉
会
の
言
葉
で
総
会
を
終

了
し
た
。

平
方
全
木
協
連
会
長
挨
拶

昨
年
２
０
２
４
年
の
世
界
の
平
均
気
温

は
、
一
昨
年
２
０
２
３
年
に
続
き
統
計
開

始
後
最
も
高
い
値
を
記
録
す
る
だ
け
で
な

く
、２
０
１
５
年
パ
リ
協
定
で
定
め
た
「
産

業
革
命
以
前
よ
り
も
世
界
の
平
均
気
温
の

上
昇
を
1
・
5
度
に
抑
え
る
」
目
標
を
史

上
初
め
て
上
回
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

我
が
国
で
は
地
球
温
暖
化
に
対
応
し

「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」

が
宣
言
さ
れ
、
森
林
を
適
正
に
管
理
し
、

林
業
・
木
材
産
業
の
持
続
性
を
高
め
な
が

の
皆
様
方
の
引
き
続
き
の
ご
支
援
ご
協
力

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
改
正
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
が
本

年
4
月
に
施
行
さ
れ
、
早
速
ク
リ
ー
ン
ウ

ッ
ド
は
ど
こ
で
手
に
入
る
の
か
と
い
っ
た

需
要
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
あ
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。
当
面
、
合
法
性
が
確
認
さ

れ
た
木
材
の
み
が
流
通
す
る
状
況
に
至
る

ま
で
の
間
、
約
20
年
前
か
ら
先
行
し
て
取

り
組
ん
で
き
た
合
法
木
材
の
団
体
認
定
制

度
に
基
づ
く
1
万
2
千
社
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
な
が
ら
、
全
木
連
と
し
て
も

合
法
性
の
確
認
が
な
さ
れ
た
木
材
の
加

工
、
流
通
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
林
野
庁
の
ご
指
導
も
い
た
だ
き

な
が
ら
、
事
業
者
等
は
も
と
よ
り
、
地
球

環
境
保
全
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
る
消
費

者
へ
の
普
及
啓
発
な
ど
を
推
進
し
、
合
法

性
が
確
認
さ
れ
た
木
材
の
み
を
取
り
扱
う

と
い
う
木
材
産
業
振
興
大
会
で
の
決
議
の

定
着
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
政
府
与
党
で
は
、
森

林
管
理
経
営
法
の
改
正
に
取
り
組
ま
れ
、

川
上
の
森
林
管
理
体
制
が
整
備
さ
れ
、
木

材
供
給
力
の
確
保
が
図
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
こ
の
際
、
出
口
で
あ
る
木
材
の

需
要
の
拡
大
が
何
よ
り
必
要
で
あ
り
ま
し

ょ
う
。

今
回
も
、
来
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て

国
会
議
員
等
に
対
し
、
要
望
活
動
を
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
予
算
の
面
で
木

材
産
業
・
木
材
利
用
の
推
進
に
関
す
る
施

策
を
提
案
し
、
政
策
遂
行
の
一
翼
を
担
っ

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
お
力
添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。【

全
木
協
連
総
会
】

続
い
て
、
全
木
協
連
総
会
が
行
わ
れ
、

安
部
省
祐
大
分
県
木
協
連
理
事
長
の
開
会

ら
成
長
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
資
す
る
「
グ
リ
ー
ン
成
長
」
の

取
組
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植

え
て
、
育
て
る
」
と
い
う
資
源
の
循
環
利

用
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。
木
材
利
用
を
こ
の
循
環
の
エ
ン
ジ
ン

と
し
て
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
森
林
整

備
を
進
め
、
温
暖
化
対
策
や
生
物
多
様
性

の
保
全
、
自
然
災
害
の
防
止
な
ど
森
林
の

多
面
的
機
能
も
発
揮
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い

て
国
民
の
ご
理
解
を
更
に
深
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

民
間
企
業
に
お
い
て
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や

脱
炭
素
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
と
い
っ
た
考
え
方

が
広
ま
る
中
で
、
企
業
活
動
に
お
け
る
木

材
利
用
へ
の
意
識
が
広
く
高
ま
り
、
非
住

宅
分
野
や
中
高
層
の
分
野
で
建
築
物
の
木

造
化
や
木
質
化
が
着
々
と
広
が
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
、
政
府
与
党
に
お
い
て
は
、
森

林
管
理
経
営
法
の
改
正
に
取
り
組
ま
れ
、

山
元
の
森
林
管
理
体
制
の
強
化
、
木
材
供

給
力
の
強
化
が
図
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
実
現
に
は
出
口
と
な
る
検
討
に

着
手
さ
れ
、
木
材
利
用
も
重
要
な
柱
の
一

つ
と
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

現
在
、
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
固
定
、
貯

蔵
の
動
き
が
注
目
さ
れ
、
社
会
経
済
の
中

で
、
木
材
利
用
に
対
す
る
大
き
な
流
れ
が

動
き
始
め
て
い
ま
す
。

私
達
、
木
材
事
業
者
は
、
ユ
ー
ザ
ー
で

あ
る
川
下
の
皆
様
と
連
携
し
て
、
品
質
・

性
能
が
確
か
な
木
材
、
合
法
性
が
確
認
さ

れ
た
木
材
の
供
給
な
ど
需
要
者
に
信
頼
さ

れ
る
取
組
や
安
定
供
給
の
取
組
を
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
、
業
界
自
ら
努
力
と
工
夫
を

重
ね
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

全
木
協
連
と
し
ま
し
て
も
全
木
連
と
力

を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
の
ご
理
解
と
ご

協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

全
木
協
連
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

皆
様
に
は
、
厳
し
い
事
業
環
境
の
中
で
、

地
道
な
協
同
組
合
事
業
を
行
っ
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
大
型

保
険
事
業
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
終

了
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
中
型

共
済
制
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
残
念
な
が

ら
加
入
者
の
減
少
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
安
定
的
な
運
営
の
た
め
、
更
な

る
加
入
者
の
確
保
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

木
材
利
用
拡
大
に
向
け
た

木
材
利
用
拡
大
に
向
け
た

建
築
物
木
材
利
用
促
進
協

建
築
物
木
材
利
用
促
進
協

定
の
締
結

定
の
締
結

（
一
社
）
全
木
連
と
農
林
水
産
省
は
、

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
等
の
た
め

の
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促

進
に
関
す
る
法
律
（
都
市
（
ま
ち
）
の
木

造
化
推
進
法
）
に
基
づ
き
、
令
和
7
年
4

月
30
日
、
木
材
利
用
拡
大
に
向
け
た
建
築

物
木
材
利
用
促
進
協
定
を
締
結
し
た
。

前
回
の
協
定
は
令
和
4
年
3
月
に
締
結

し
た
も
の
で
、
こ
の
前
協
定
に
基
づ
き
、

森
林
資
源
の
循
環
利
用
並
び
に
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
の
た
め
、
各
都
道

府
県
木
連
に
お
い
て
も
令
和
4
年
度
か
ら

6
年
度
ま
で
の
3
年
間
で
26
都
道
府
県
50

件
の
協
定
を
締
結
し
て
、
建
築
物
の
木
材

利
用
の
促
進
に
取
組
ん
で
い
た
だ
い
た
。

こ
の
度
、
前
協
定
の
期
間
満
了
を
迎
え

た
が
、
木
材
産
業
と
し
て
今
後
も
広
範
囲

に
渡
る
取
組
の
継
続
は
必
要
で
あ
り
、
前

協
定
を
通
じ
て
実
行
さ
れ
た
取
組
を
よ
り

発
展
的
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
と
し

た
。
こ
の
た
め
、
有
効
期
間
が
令
和
7
年

4
月
30
日
か
ら
令
和
12
年
3
月
末
ま
で
の

5
か
年
の
新
た
な
協
定
を
締
結
し
、
新
た

な
協
定
に
お
い
て
、（
一
社
）
全
木
連
は
、

「
建
築
物
に
お
け
る
木
材
の
利
用
の
促
進

に
関
す
る
構
想
」
に
基
づ
く
取
組
を
促
進

し
、
そ
の
達
成
に
寄
与
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
ま
た
、「
構
想
」
に
お
い
て
、（
一
社
）

全
木
連
は
、
木
材
利
用
に
関
す
る
普
及
活

動
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
等
品
質
・
性
能
の
確
か
な
木

材
製
品
や
合
法
性
の
確
認
さ
れ
た
木
材
な

ど
安
全
・
安
心
な
木
材
の
供
給
及
び
利
用木材利用拡大に向けた建築物木材利用促進協定書

調印式（前列左から平方全木協連会長、菅野全木連会長、青山林野庁長官
後列左から全木連副会長：本郷、庄司、三津橋、重川、守屋、日當）

総会で挨拶する平方会長林野庁 小坂次長の祝辞
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〈
令
和
７
年
度
施
策
の
実
行
、 

 

令
和
８
年
度
予
算
等
に
関
す
る 
 

要
望
書
〉

記

○
木
材
需
要
を
喚
起
す
る
た
め
、
住
宅
取

得
減
税
や
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
幅
の
拡
充
な

ど
、
住
宅
取
得
価
格
上
昇
を
実
質
的
に
抑

え
、
住
宅
着
工
を
促
進
す
る
措
置
を
講
ず

る
こ
と
。

　

ま
た
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現

に
寄
与
す
る
都
市
の
木
造
化
な
ど
の
木
材

利
用
、
住
宅
・
非
住
宅
建
築
に
お
け
る
窓

枠
や
内
装
・
建
具
・
家
具
な
ど
へ
の
木
材

利
用
、
木
材
輸
出
な
ど
を
拡
大
す
る
た
め

の
施
策
を
強
化
す
る
こ
と
。

○
外
国
産
木
材
に
対
す
る
競
争
力
を
強
化

す
る
た
め
、
省
人
化
や
効
率
化
、
木
材
製

品
の
付
加
価
値
を
向
上
さ
せ
る
木
材
加
工

施
設
の
開
発
・
整
備
、
需
要
情
報
に
応
じ

て
生
産
・
供
給
を
管
理
す
る
Ｄ
Ｘ
技
術
の

導
入
、
こ
れ
ら
の
担
い
手
人
材
の
確
保
・

育
成
に
つ
い
て
の
支
援
を
拡
大
す
る
こ

と
。

○
木
材
価
格
は
需
給
に
基
づ
く
相
場
で
上

下
し
て
お
り
、
需
要
不
足
の
現
在
、
担
い

手
の
給
与
改
善
、
物
流
費
の
増
大
、
電
気

代
等
の
高
騰
な
ど
に
よ
る
コ
ス
ト
ア
ッ
プ

を
価
格
に
転
嫁
で
き
な
い
実
態
に
即
し
、

合
理
的
な
費
用
が
考
慮
さ
れ
た
適
正
な
価

格
形
成
を
促
す
施
策
を
講
ず
る
こ
と
。

○
需
要
の
急
激
な
変
化
に
応
じ
た
供
給
に

必
要
不
可
欠
な
ス
ト
ッ
ク
機
能
の
強
化
の

た
め
の
施
設
整
備
に
加
え
、
保
管
料
の
補

填
や
利
子
補
給
な
ど
一
定
程
度
在
庫
を
確

保
す
る
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。

○
改
正
建
築
基
準
法
等
の
施
行
を
踏
ま
え

た
住
宅
の
環
境
性
能
、
耐
震
性
能
の
確
保

や
非
住
宅
建
築
物
の
普
及
拡
大
に
と
っ
て

重
要
で
あ
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
の
普
及
、
生

産
、
供
給
の
拡
大
を
促
し
て
い
く
た
め
、

Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
の
取
得
や
Ｊ
Ａ
Ｓ
材
の
利
用

拡
大
に
向
け
た
支
援
を
拡
大
す
る
こ
と
。

　

中
高
層
・
中
大
規
模
木
造
建
築
物
へ
の

木
材
利
用
拡
大
の
た
め
、
耐
火
性
能
や
防

火
性
能
、
耐
震
性
能
が
確
保
で
き
る
木
造

建
築
技
術
や
木
材
製
品
の
研
究
開
発
を
促

進
す
る
施
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
開
発

技
術
の
普
及
、
製
造
設
備
の
導
入
を
支
援

す
る
こ
と
。

○
花
粉
症
対
策
の
推
進
に
当
た
り
ス
ギ
材

の
需
要
拡
大
に
特
段
の
施
策
を
講
ず
る
と

と
も
に
、
花
粉
の
少
な
い
苗
木
の
再
造
林

が
確
実
に
実
施
で
き
る
支
援
策
を
講
ず
る

こ
と
。

　

ま
た
、
再
造
林
は
木
材
利
用
上
も
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
補
助
、
税
制
、

金
融
、
環
境
認
証
に
伴
う
資
金
調
達
な
ど

様
々
な
手
段
を
用
い
て
対
策
を
講
ず
る
こ

と
。

○
防
災
庁
の
整
備
に
合
わ
せ
、
海
ト
ラ
フ

地
震
な
ど
今
後
の
自
然
災
害
発
生
の
際
の

建
設
仮
設
住
宅
を
迅
速
か
つ
効
果
的
に
整

備
す
る
た
め
、
国
産
材
に
よ
る
木
造
仮
設

を
推
進
し
、
そ
の
建
築
部
材
や
木
造
住
宅

ユ
ニ
ッ
ト
の
備
蓄
を
促
進
す
る
対
策
を
講

ず
る
こ
と
。

○
上
記
の
施
策
を
実
施
し
、
木
材
需
要
の

拡
大
、
供
給
力
の
強
化
を
確
実
に
す
る
た

め
、
国
産
木
材
関
連
、
木
造
建
築
関
連
の

予
算
規
模
の
拡
大
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
７
年
６
月
19
日

一
般
社
団
法
人
全
国
木
材
組
合
連
合
会

会
長　

菅
野
康
則

全
国
木
材
協
同
組
合
連
合
会会長　

平
方　

宏

の
推
進
、
木
材
産
業
に
お
け
る
安
定
的
な

供
給
体
制
の
構
築
に
向
け
た
取
組
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
都
市
部
を
は
じ
め
と
し
て

建
築
物
へ
の
木
材
利
用
を
促
進
し
、
も
っ

て
森
林
資
源
の
循
環
利
用
の
定
着
に
寄
与

し
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
実
現
や
山
村
の
活
性
化
等
に
貢
献
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

全
木
連
・
全
木
協
連
の
正
副
会
長
は
、

理
事
会
、
総
会
等
の
開
催
に
合
わ
せ
て
、

国
会
議
員
、
財
務
省
、
林
野
庁
、
国
土
交

通
省
に
対
し
、
予
算
の
確
保
、
制
度
の
見

直
し
等
に
つ
い
て
陳
情
を
行
っ
た
。
令
和

7
年
は
、
こ
れ
ま
で
、
理
事
会
後
の
３
月

14
日
、
通
常
総
会
後
の
5
月
16
日
、
総
務

委
員
会
・
表
彰
選
考
委
員
会
後
の
6
月
19

日
に
実
施
し
て
お
り
、
臨
時
総
会
後
の
11

月
20
日
に
も
陳
情
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

受
章
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

受
章
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

  

令
和
令
和
77
年
春
の
勲
章
・
褒
章
受
章
者

年
春
の
勲
章
・
褒
章
受
章
者
（
敬
称
略
）　　
　
　

（
敬
称
略
）　　
　
　

旭

日

小

綬

章

旭

日

小

綬

章

旭

日

双

光

章

瑞

宝

重

光

章

瑞

宝

双

光

章

黄

綬

褒

章

甲

村

侑

男

野

地

洋

正

山

下

美

博

島

田

泰

助

正　

村　

洋
一
郎

前

重

興

亮

（
奈　
　
　

良
）

（
三　
　
　

重
）

（
香　
　
　

川
）

（
東　
　
　

京
）

（
岐　
　
　

阜
）

（
大　
　
　

阪
） 

3/14　（衆）金子恭之議員へ手交

5/16　青山豊久林野庁長官へ手交 3/14　（衆）田野瀬太道議員へ手交5/16　（衆）後藤茂之議員へ手交

6/19　宇波弘貴財務省主計局長へ手交

3/14　（衆）宮下一郎議員へ手交

憲
和
事
務
局
長
、
田
野
瀬
太
道
事
務
局
次

長
、
滝
波
宏
文
事
務
局
次
長
）
を
選
任
し

た
。
そ
の
後
、
林
野
庁
、
国
土
交
通
省
、

総
務
省
、
文
部
科
学
省
、
経
済
産
業
省
及

び
環
境
省
か
ら
「
令
和
7
年
度
都
市
木
造

化
関
連
予
算
の
状
況
等
に
つ
い
て
」
の
説

令
和
7
年
2
月
6
日
、
自
民
党
本
部
に

お
い
て「
森
林（
も
り
）を
活
か
す
都
市（
ま

ち
）
の
木
造
化
推
進
議
員
連
盟
総
会
」（
令

和
7
年
第
1
回
）
が
開
催
さ
れ
、
金
子
恭

之
会
長
代
行
を
新
会
長
に
選
任
す
る
と
と

も
に
新
役
員
（
宮
下
一
郎
幹
事
長
、
鈴
木

都
市
木
造
化
推
進
議
員
連
盟
の
活
動

予
算
等
陳
情
活
動
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明
が
、
さ
ら
に
国
土
交
通
省
か
ら
「
耐
用

年
数
（
木
造
建
築
物
の
耐
久
性
に
係
る
評

価
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）」、
林
野
庁

か
ら
「
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
基
準
合
理
化
」
の
説
明

が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
3
月
10
日
に
は
、
木
造
建
築
の

現
地
視
察
（
㈱
奥
村
組
社
員
寮
及
び
㈱
Ａ

Ｑ 

Ｇ
ｒ
ｏ
ｕ
ｐ
本
社
屋
）
を
行
い
、
6
名

の
国
会
議
員
に
加
え
、
林
野
庁
、
国
土
交

通
省
、
協
議
会
が
同
行
し
た
。

3
月
24
日
に
は
、
第
２
回
議
連
総
会
が

開
催
さ
れ
、
林
野
庁
か
ら
「
都
市
（
ま
ち
）

の
木
造
化
推
進
法
に
基
づ
く
施
策
の
実
施

状
況
に
つ
い
て
」
の
説
明
が
、
引
き
続
い

て
協
議
会
の
本
郷
浩
二
理
事
・
事
務
局
長

か
ら
「
森
林
（
も
り
）
を
活
か
し
都
市
（
ま

ち
）
の
木
造
化
を
推
進
す
る
た
め
の
方
策

に
関
す
る
要
望
」
が
行
わ
れ
た
。（
別
記
）

5
月
27
日
の
第
３
回
議
連
総
会
で
は
、

環
境
省
か
ら
「
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量 

算

定
・
報
告
・
公
表
制
度
（
Ｓ
Ｈ
Ｋ
制
度
）

に
お
け
る
木
材
の
炭
素
貯
蔵
量
の
取
扱
い

に
つ
い
て
（
算
定
方
法
検
討
会
に
お
け
る

検
討
状
況
）」、
国
土
交
通
省
か
ら
「
建
築

物
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ボ
ン
の
削
減

に
向
け
た
取
組
の
推
進
に
係
る
基
本
構

想
」
及
び
「
中
大
木
造
建
築
普
及
加
速
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
結
果
に
つ
い
て
報
告

が
あ
っ
た
。

〈
参
考
〉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（m
achi-m

okuzouka.jp

）

〈
森も

り林
を
活
か
し
都ま

ち市
の
木
造
化
を

推
進
す
る
た
め
の
方
策
に
関
す
る

要
望
書
〉

記

１
．
脱
炭
素
化
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

都
市
の
木
造
化
を
促
進
す
る
た
め
、
現
在

検
討
さ
れ
て
い
る
「
地
球
温
暖
化
対
策
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
算
定
・

報
告
・
公
表
制
度
（
Ｓ
Ｈ
Ｋ
制
度
）
に
お

い
て
建
築
物
に
お
け
る
木
材
の
炭
素
貯
蔵

量
を
報
告
対
象
と
す
る
と
と
も
に
、
木
材

利
用
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
そ
の
活
用
策

を
検
討
す
る
こ
と
。
そ
の
際
に
個
別
所
有

や
分
譲
等
の
不
動
産
開
発
の
民
間
建
築
物

に
も
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
検
討
す
る
こ

と
。ま

た
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達

成
に
向
け
て
、
建
築
主
等
に
対
し
て
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
る
よ
う
に
、
木
造
建
築

物
に
関
す
る
税
制
、
金
融
、
会
計
、
保
険
、

環
境
評
価
な
ど
の
諸
制
度
の
見
直
し
を
不

断
に
行
う
こ
と
。

２
．
木
造
建
築
物
の
魅
力
を
更
に
引
き
出

し
て
い
く
た
め
、
柱
、
梁
、
内
・
外
壁
面

へ
の
「
現
（
あ
ら
わ
）
し
」
に
よ
る
木
材

利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
耐
火
性
、
耐
候

性
に
関
す
る
技
術
開
発
へ
の
支
援
を
拡
充

す
る
こ
と
。
ま
た
、
安
全
性
の
確
認
を
前

提
に
、
内
装
制
限
な
ど
を
含
む
防
火
・
構

造
規
定
等
関
連
す
る
制
度
の
合
理
化
検
討

を
継
続
し
、
加
速
化
す
る
こ
と
。

３
．
木
材
に
関
す
る
経
済
安
全
保
障
や
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
を
図
る
た
め
、
合
法
伐

採
及
び
再
造
林
等
の
森
林
整
備
の
推
進
、

路
網
や
木
材
加
工
流
通
施
設
の
整
備
等
に

よ
る
供
給
力
強
化
、
林
業
・
木
材
産
業
の

担
い
手
の
確
保
、
建
築
物
へ
の
木
材
利
用

に
至
る
ま
で
の
国
産
材
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
の
普
及
・
拡
大
、
地
域
に
お
け
る
建

築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
締
結
者
の
実
践

活
動
へ
の
支
援
、
協
定
締
結
促
進
の
た
め

の
関
係
省
庁
の
予
算
や
優
遇
措
置
を
引
き

続
き
拡
充
す
る
こ
と
。

４
．
地
方
都
市
等
に
お
い
て
、
地
元
の
建

設
関
連
事
業
者
が
地
域
材
を
使
用
し
て
中

大
規
模
、
中
層
の
木
造
建
築
物
を
作
る
こ

と
を
推
進
す
る
た
め
、
昨
年
12
月
に
作
ら

れ
た
耐
久
性
評
価
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準

拠
し
た
一
般
利
用
可
能
な
オ
ー
プ
ン
化
さ

れ
た
工
法
の
開
発
や
施
工
・
維
持
管
理
方

法
の
標
準
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
作
成
・
普
及

を
図
る
こ
と
。
さ
ら
に
関
連
す
る
製
品
の

開
発
・
普
及
・
製
造
の
た
め
の
関
係
省
庁

の
予
算
や
支
援
措
置
を
拡
充
す
る
こ
と
。

５
．
Ｊ
Ａ
Ｓ
構
造
材
は
、
中
大
規
模
、
中

高
層
の
木
造
建
築
物
の
建
設
に
不
可
欠
で

あ
り
、
そ
の
調
達
が
容
易
に
な
る
よ
う
流

通
量
の
飛
躍
的
な
増
大
に
向
け
て
関
係
省

庁
の
予
算
や
支
援
措
置
を
拡
充
す
る
こ
と
。

加
え
て
、
４
．
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準

拠
し
た
建
築
物
に
使
わ
れ
て
い
る
Ｊ
Ａ
Ｓ

構
造
材
に
つ
い
て
は
、
そ
の
耐
用
年
数
を

超
え
る
長
期
間
に
わ
た
り
二
酸
化
炭
素
貯

蔵
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
解
体
し
て

建
築
物
の
構
造
部
材
と
し
て
再
利
用
す
る

際
に
あ
ら
た
め
て
Ｊ
Ａ
Ｓ
に
適
合
す
る
も

の
と
し
て
扱
え
る
手
法
に
つ
い
て
検
討
す

る
こ
と
。

６
．「
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
」
に
向

け
た
国
際
的
な
潮
流
を
踏
ま
え
、「
伐
っ

て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
と
い

う
循
環
利
用
を
推
進
す
る
施
策
を
講
ず
る

こ
と
。
特
に
、
再
造
林
の
確
実
な
実
施
な

ど
持
続
可
能
な
森
林
経
営
を
実
践
す
る
森

林
か
ら
生
産
さ
れ
た
木
材
の
優
先
的
利
用

を
国
民
・
企
業
へ
普
及
・
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め

の
国
民
意
識
の
醸
成
に
向
け
た
取
組
を
進

め
る
こ
と
。
加
え
て
、
公
共
建
築
物
等
に

お
け
る
木
材
利
用
に
当
た
っ
て
は
率
先
し

て
持
続
性
の
確
保
さ
れ
た
木
材
の
利
用
に

努
め
る
よ
う
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
。

令
和
７
年
３
月
24
日

　
　

森も

り林
を
活
か
す
都ま

ち市
の
木
造
化

　
　

推
進
協
議
会

会
長　

島
田
泰
助

都市の木造化の資料説明する
本郷副会長

○林業・木材産業を営む方（注1）であれば、どなたでもご利用が可能（注2）です。

○保証料率は財務内容により、年0.15％から1.80％が適用されます。

○仕入れや人件費の支払い、加工設備の導入等の事業資金全般が対象です。

○都道府県が無利子や低利で貸し付ける「制度資金」への保証も可能です。

詳しくはこちらへ
独立行政法人農林漁業信用基金
林業信用保証管理部 ℡03-3434-7825
https://www.jaffic.go.jp/guide/rin/index.html

注１：造林・育林、素材生産、木材・木製品製造、
林業種苗生産、薪炭生産、きのこ生産、
木材卸売等、木材製品利用が対象です。

注２：ご利用には融資機関様を通じた審査があります。
是非、一度、融資機関様にご相談ください。
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（
一
社
）
全
国
木
材
組
合
連
合
会
及
び

木
材
利
用
推
進
中
央
協
議
会
は
、（
一
社
）

木
材
表
示
推
進
協
議
会
、（
一
社
）
国
産

材
を
活
用
し
日
本
の
森
林
を
守
る
運
動
推

進
協
議
会
と
の
共
催
に
よ
り
、第
16
回
「
新

た
な
木
材
利
用
事
例
発
表
会
」（
木
材
表

示
と
合
法
木
材
に
つ
い
て
）
を
、
令
和
7

年
2
月
19
日
（
水
）
木
材
会
館
（
東
京
都

江
東
区
）
で
の
会
場
参
加
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

と
の
併
用
に
よ
り
開
催
し
た
。
ま
た
、
事

例
発
表
会
の
終
了
後
、
国
産
材
マ
ー
ク
の

譲
渡
式
を
開
催
し
た
。

木
材
関
係
業
界
の
ほ
か
、
建
築
・
設
計
、

土
木
、
家
具
・
建
具
、
行
政
・
地
方
公
共

団
体
等
、
幅
広
い
業
種
の
方
々
を
含
め
て

会
場
約
60
名
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
約
１
７
０
名
が
参

加
し
た
。

開
催
に
当
た
り
、
多
大
な
ご
協
力
・
ご

支
援
を
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
の
皆
様
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

１　

開
催
日
等

日　

時　

令
和
7
年
2
月
19
日
（
水
）　

13
時
30
分
～
16
時
20
分

場　

所　

木
材
会
館
７
階
ホ
ー
ル
（
東
京

都
江
東
区
新
木
場
１-

18-

８
）、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
併
用

主　

催　
（
一
社
）
全
国
木
材
組
合
連
合

会
、
木
材
利
用
推
進
中
央
協
議
会
、（
一

社
）
木
材
表
示
推
進
協
議
会
、（
一
社
）

国
産
材
を
活
用
し
日
本
の
森
林
を
守
る

運
動
推
進
協
議
会

後　

援　

林
野
庁
、国
土
交
通
省
、（
公
財
）

日
本
住
宅
・
木
材
技
術
セ
ン
タ
ー
、（
一

財
）
日
本
木
材
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

参　

加　

木
材
関
係
、
建
築
・
設
計
、
土

木
、
家
具
・
建
具
、
行
政
・
地
方
公
共

団
体
等

会　

場　

約
60
名
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
約
１
７
０
名

２　

事
例
発
表　

13
：
30
～
15
：
30

〇
復
活
の
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
る
日
本
林
業

～
カ
ギ
は
国
民
理
解
の
下
で
の
適
正
な

立
木
価
格
の
形
成
～

　
（
一
社
）
国
産
材
を
活
用
し
日
本
の
森

林
を
守
る
運
動
推
進
協
議
会

 

肥
後
賢
輔　

事
務
局
長

○
国
産
木
材
活
用
住
宅
ラ
ベ
ル
の
取
組　

（
公
財
）
日
本
住
宅
・
木
材
技
術
セ
ン

タ
ー　

 

金
子
弘　

専
務
理
事

○
森
か
ら
住
宅
を
考
え
る
２
０
２
５
～
柱

の
行
く
道
・
こ
れ
か
ら
の
住
宅
木
材
は

ど
う
な
る
の
か
～

　

株
式
会
社
千
葉
工
務
店
（
埼
玉
県
越
谷

市
）　 

千
葉
弘
幸　

代
表
取
締
役

３　

情
報
提
供　

15
：
30
～
16
：
00

○
ク
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
の
改
正
に
つ
い
て

　

林
野
庁
林
政
部
木
材
利
用
課

　
　
　
　
　
　

 

坂
本
朋
美　

課
長
補
佐

４　

国
産
材
マ
ー
ク
の
譲
渡
式　

16
：
00

～
16
：
10

・（
一
社
）
全
国
木
材
組
合
連
合
会

 

　

菅
野
康
則　

会
長

・（
一
社
）
国
産
材
を
活
用
し
日
本
の
森

林
を
守
る
運
動
推
進
協
議
会

 
　

前
田
直
登　

代
表
理
事

第第
1616
回
「
新
た
な
木
材
利
用
事
例
発
表
会
」

回
「
新
た
な
木
材
利
用
事
例
発
表
会
」

（
木
材
表
示
と
合
法
木
材
に
つ
い
て
）
の
概
要

（
木
材
表
示
と
合
法
木
材
に
つ
い
て
）
の
概
要

表彰者等（前列左から林野庁長官賞 : 栃毛木材工業、本郷全木連副会長、信田委員
長、菅野全木連会長、福田木材産業課長、農林水産大臣賞 : グリーンウッドタクミ）

（
一
社
）
全
国
木
材
組
合
連
合
会
で
は
、

令
和
4
年
度
ま
で
実
施
し
て
い
た
Ｊ
Ａ
Ｓ

製
材
品
普
及
推
進
展
示
会
に
替
わ
る
新
た

な
表
彰
制
度
と
し
て
、
令
和
6
年
度
か
ら

日
本
製
材
技
術
賞
（
実
行
委
員
会
委
員

長
：（
公
社
）
日
本
木
材
加
工
技
術
協
会

信
田
聡
会
長
）
を
創
設
し
、
製
材
を
生
産

す
る
工
場
の
生
産
性
や
独
自
性
、
品
質
向

上
の
取
組
、
雇
用
環
境
の
整
備
等
、
多
岐

に
わ
た
る
製
材
工
場
の
生
産
技
術
を
審
査

し
た
。

令
和
6
年
度
の
日
本
製
材
技
術
賞
の
表

彰
式
は
、
令
和
7
年
3
月
13
日
（
木
）
に

木
材
会
館
（
東
京
都
江
東
区
）
に
お
い
て

開
催
し
、
農
林
水
産
大
臣
賞
1
工
場
、
林

野
庁
長
官
賞
1
工
場
、（
一
社
）
全
国
木

材
組
合
連
合
会
会
長
賞
4
工
場
、
審
査
委

員
会
特
別
賞
4
工
場
の
表
彰
を
行
っ
た
。

　
〈
表
彰
式
の
開
催
日
時
等
〉

〇
日 　

時
：
令
和
7
年
3
月
13
日
（
木
）

16
：
45
～
17
：
05

〇
場 　

所
：
木
材
会
館
7
階
ホ
ー
ル
（
江

東
区
新
木
場
）

〇
次　

第
：

　

１
． 

主
催
者
挨
拶

　
　
　

全
国
木
材
組
合
連
合
会
会
長

　

２
． 

来
賓
挨
拶

　
　
　

林
野
庁
林
政
部
木
材
産
業
課
長

　

３
．
表
彰
状
授
与

　
　
（
１
） 

農
林
水
産
大
臣
賞
表
彰
1
点

　
　
（
２
）
林
野
庁
長
官
賞
表
彰
1
点

　
　
（
３
） （
一
社
）
全
国
木
材
組
合
連
合

会
会
長
賞
表
彰
4
点

　
　
（
４
） 

審
査
委
員
会
特
別
賞
表
彰
4

点

　

４
．
審
査
委
員
長
講
評

【
各
賞
の
受
賞
者
】

〈
農
林
水
産
大
臣
賞
〉

○
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
タ
ク
ミ
協
同
組
合

（
三
重
県
）

〈
林
野
庁
長
官
賞
〉

○
株
式
会
社
栃
毛
木
材
工
業
粕
尾
工
場

（
栃
木
県
）

〈
一
般
社
団
法
人
全
国
木
材
組
合
連
合
会

会
長
賞
〉

○
株
式
会
社
ト
ー
セ
ン
（
栃
木
県
）

○
新
丹
生
谷
製
材
協
同
組
合
（
徳
島
県
）

○
八
幡
浜
官
材
協
同
組
合
（
愛
媛
県
）

○
瀬
戸
製
材
株
式
会
社
（
大
分
県
）

〈
審
査
委
員
会
特
別
賞
〉

○
株
式
会
社
ア
イ
タ
工
業
製
材
工
場
（
山

形
県
）

○
ウ
ッ
ド
リ
ン
ク
株
式
会
社
（
富
山
県
）

○
有
限
会
社
倉
地
製
材
所
（
岐
阜
県
）

○
株
式
会
社
木
原
木
材
店
（
兵
庫
県
）

　
（
円
柱
材
・
丸
棒
材
加
工
セ
ン
タ
―
）

令
和
６
年
度
日
本
製
材

　

技
術
賞
表
彰
式
の
開
催
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ミス日本みどりの大使
佐塚こころ（さつかこころ）

未来に繋がる豊かな緑を守り育ててきた取組や、生活に根ざした日本の木の文化の大切さと素晴らしさを
伝え、みどりと木への親しみを広める役割を担います。

・出 身 地 長野県佐久穂町
・年 齢  18歳
・職 業 大学生
・身 長 158ｃｍ
・趣 味 独学、多様な人と関わること
・特 技 手話、英会話、資格取得(英語検定など8種)
・将来の希望 障がいや言語の壁に囚われず全ての人に情報を届けら

れるアナウンサー

★ミス日本みどりの大使の役割

“２０２５ミス日本みどりの大使を紹介します”

（プロフィール）

2015年より森林・林業・木材産業の応援団として活動してきました。全木連、全木協連等の各種
イベント等での活躍に期待しています。

お問い合わせ先：国土緑化推進機構 ℡ 03-3262-8451

景　況　調　査
令和 7 年 5 月分集計表　 　　　　　　　　　　　　　　　（　　）内は実数

〔流通部門〕 モニター数１５７　回答９６　回収率６１％
・当月の状況

販 売 量 増　加１５％（１４） 変わらず５３％（４９） 減　少３２％（２９）
仕 入 量 増　加１１％（１０） 変わらず５９％（５４） 減　少３０％（２８）
販売価格 上　昇　４％（　４） 変わらず９０％（８３） 下　降　５％（　５）
仕入価格 上　昇１３％（１２） 変わらず８２％（７５） 下　降　５％（　５）

・来月の見通し
販 売 量 増　加１８％（１７） 変わらず６２％（５８） 減　少１９％（１８）
仕 入 量 増　加２０％（１９） 変わらず６１％（５７） 減　少１８％（１７）
販売価格 強含み　８％（　７） 保ち合い８８％（８２） 弱含み　４％（　４）
仕入価格 強含み１４％（１３） 保ち合い８２％（７６） 弱含み　４％（　４）

３ ヵ月後相場予想 強含み 保ち合い 弱含み
米　　材 ３３％（２１） ６０％（３８） 　６％（　４）
南 洋 材 １８％（　９） ７６％（３８） 　６％（　３）

北洋材（欧州材を含む） ３３％（１８） ６０％（３３） 　７％（　４）
国 産 材 ２４％（１９） ６８％（５４） 　９％（　７）
建　　材 ３７％（２１） ５６％（３２） 　７％（　４）

・プレカットの動向

発注後、加工までの待ち時間 １ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上
３４％（２０） ６１％（３６） 　５％（　３）

〔製造部門〕 モニター数１３２　回答数８５　回収率６４％
・当月の状況

販 売 量 増　加２６％（２１） 変わらず４８％（３９） 減　少２６％（２１）
仕 入 量 増　加２０％（１６） 変わらず５８％（４７） 減　少２２％（１８）
販売価格 上　昇１２％（１０） 変わらず８５％（６９） 下　降　２％（　２）
仕入価格 上　昇１６％（１３） 変わらず８０％（６５） 下　降　４％（　３）

・来月の見通し
販 売 量 増　加１６％（１３） 変わらず６９％（５６） 減　少１５％（１２）
仕 入 量 増　加　９％（　７） 変わらず７３％（５９） 減　少１９％（１５）
販売価格 強含み　９％（　７） 保ち合い８８％（７１） 弱含み　４％（　３）
仕入価格 強含み１２％（１０） 保ち合い８５％（６９） 弱含み　２％（　２）

３ ヵ月後相場予想 強含み 保ち合い 弱含み
米　　材 ４６％（１３） ４６％（１３） 　７％（　２）
南 洋 材 ３３％（　６） ５６％（１０） １１％（　２）

北洋材（欧州材を含む） ４３％（　９） ５２％（１１） 　５％（　１）
国 産 材 ２６％（２０） ５６％（４３） １８％（１４）

・プレカットの動向

受注後、加工までの待ち時間 １ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上
３８％（１３） ４１％（１４） ２１％（　７）


